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三

国
外
適
合
性
評
価
事
業
の
区
分

特
定
機
器
に
係
る

適
合
性
評
価
手
続
の
結
果
の
外
国
と
の
相
互
承
認
の
実

施
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
三
年
政
令
第
三
百

五
十
五
号
）
第
二
条
第
八
号
に
係
る
国
外
適
合
性
評
価

事
業

四

変
更
後
の
対
象
と
す
る
特
定
輸
出
機
器
の
種
類
そ
の

他
業
務
の
範
囲

イ

対
象
と
す
る
特
定
輸
出
機
器
の
種
類

\

連
邦
通
信
委
員
会
が
し
た
公
示
（
千
九
百
九
十

九
年
八
月
十
七
日
Ｄ
Ａ
九
九
e

一
六
四
〇
）
の
付

属
資
料
の
Ô
の
Ａ
の
１
に
規
定
す
る
一

GHz
以
下
の

周
波
数
で
運
用
す
る
小
電
力
送
信
機
（
ス
ペ
ク
ト

ル
拡
散
装
置
を
除
く
。）及
び
緊
急
警
報
シ
ス
テ
ム

]

\
の
付
属
資
料
の
Ô
の
Ａ
の
２
に
規
定
す
る
一

GHz
を
超
え
る
周
波
数
で
運
用
す
る
小
電
力
送
信
機

（
ス
ペ
ク
ト
ル
拡
散
装
置
を
除
く
。）

^

\
の
付
属
資
料
の
Ô
の
Ａ
の
４
に
規
定
す
る
全

米
情
報
基
盤
に
係
る
免
許
不
要
装
置
及
び
ス
ペ
ク

ト
ル
拡
散
技
術
を
用
い
る
小
電
力
送
信
機

ロ

業
務
の
範
囲

特
定
機
器
に
係
る
適
合
性
評
価
手
続
の
結
果
の
外

国
と
の
相
互
承
認
の
実
施
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

（
平
成
十
三
年
総

務

省

経
済
産
業
省
令
第
三
号
）
第
三
条
第

二
号
チ
に
規
定
す
る
第
六
十
八
部
等
以
外
の
業
務
に

限
る
。

住
所
広
島
県
大
竹
市
東
栄
１
丁
目
1
3番
９
号

孫
英
作
昭
和
1
5年
８
月
2
5日
生

権
三
春
昭
和
2
2年

1
1月
５
日
生

住
所
広
島
県
東
広
島
市
高
屋
町
宮
領
1
0
3
2番
地
2
1
8

王
強
昭
和
5
6年
８
月
3
1日
生

住
所
長
野
県
北
安
曇
郡
松
川
村
2
2
8
0番
地
１

尹
敬
樹
昭
和
5
8年

1
1月
２
日
生

住
所
長
野
県
北
安
曇
郡
松
川
村
2
9番
地
1
3

尹
昌
浩
昭
和
5
6年
２
月
９
日
生

住
所
さ
い
た
ま
市
緑
区
大
字
大
門
4
9
4
4番
地
3
9

許
寿
Q
昭
和
5
1年
２
月
2
2日
生

住
所
埼
玉
県
川
口
市
鳩
ヶ
谷
本
町
１
丁
目
1
4番
６
号

左
修

昭
和
6
2年
３
月
2
8日
生

住
所
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
天
沼
町
２
丁
目
6
6
0番
地
１

金
梨
香
昭
和
5
6年

1
1月

1
4日
生

住
所
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
上
広
谷
4
2
3番
地
９

李
優
樹
昭
和
3
6年
４
月
1
1日
生

住
所
埼
玉
県
川
越
市
大
字
山
田
2
0
3
5番
地
２

李
直
美
昭
和
4
3年
３
月
４
日
生

住
所
埼
玉
県
坂
戸
市
大
字
戸
宮
2
2
8番
地
１

李
永
樹
昭
和
3
4年
５
月
2
7日
生

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
十
一
号

左
記
の
者
の
申
請
に
係
る
日
本
国
に
帰
化
の
件
は
、
こ

れ
を
許
可
す
る
。

平
成
二
十
五
年
六
月
三
日

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

住
所
大
阪
市
西
成
区
玉
出
東
２
丁
目
1
1番

1
6号

黄
智
美
昭
和
5
7年

1
2月
６
日
生

黄
裕
美
昭
和
6
0年
２
月
2
8日
生

黄
貴
廣
昭
和
6
1年

1
0月
７
日
生

住
所
東
京
都
北
区
中
里
１
丁
目
９
番
1
2
`
5
0
1号

権
菊
花
昭
和
5
6年
５
月
８
日
生

住
所
長
野
県
東
御
市
常
田
4
3番
地
1
0

沈
棟
守
昭
和
4
8年
３
月
８
日
生

朱
京
蘭
昭
和
4
7年
３
月
2
3日
生

沈
輝
潤
平
成
1
8年

1
0月

2
1日
生

住
所
岡
山
市
北
区
今
保
1
6番
地
３

梁
澄
絵
昭
和
4
9年
４
月
2
6日
生

住
所

東
京
都
西
東
京
市
東
伏
見
５
丁
目

1
0番
５
`

4
0
7

号徐
麗
瑛
昭
和
4
5年
６
月
2
4日
生

住
所
群
馬
県
太
田
市
大
久
保
町
2
7
7番
地
２

常
忠
宝
昭
和
5
4年
７
月
1
3日
生

住
所
静
岡
県
浜
松
市
南
区
頭
陀
寺
町
3
5
8番
地
６

リ
リ
ア
ネ
・
ミ
ド
リ
・
ノ
ム
ラ
昭
和
6
2年
７
月
2
5日

生

住
所
東
京
都
G
飾
区
立
石
１
丁
目
９
番
６
号

左
貴
惠
昭
和
5
8年
４
月
2
8日
生

住
所
山
形
県
東
根
市
羽
入
東
５
番
1
0号

毛
英
淑
昭
和
3
0年
３
月
３
日
生

住
所
山
形
県
東
根
市
温
泉
町
１
丁
目
1
1番
２
号

洪
僖

昭
和
5
8年
７
月
９
日
生

住
所
山
口
県
下
関
市
武
久
町
１
丁
目
1
4番
７
号

安
裕
子
昭
和
5
6年

1
0月
２
日
生

住
所
埼
玉
県
本
庄
市
五
十
子
３
丁
目
1
3番
９
号

ロ
ベ
ル
ト
・
ア
レ
ハ
ン
ド
ロ
・
イ
リ
エ
昭
和
4
5年
４

月
2
9日
生

住
所
埼
玉
県
久
喜
市
伊
坂
1
5
1
2番
地
１

ド
リ
ス
・
ヒ
サ
エ
・
ミ
ヤ
ヒ
ラ
・
カ
ナ
シ
ロ
昭
和
4
5

年
２
月
2
4日
生

ミ
ゲ
ー
ル
・
リ
ュ
ウ
イ
チ
・
カ
ラ
グ
ア
・
ミ
ヤ
ヒ
ラ

平
成
1
2年
３
月
2
9日
生

ビ
ッ
キ
・
ナ
ル
ミ
・
カ
ラ
グ
ア
・
ミ
ヤ
ヒ
ラ
平
成
1
3

年
1
0月

2
2日
生

住
所
埼
玉
県
幸
手
市
北
１
丁
目
６
番
７
号

厳
民
江
昭
和
2
7年
８
月
1
3日
生

住
所
埼
玉
県
加
須
市
礼
羽
3
4
7番
地
３

李
昭
和
5
5年
４
月
９
日
生

住
所
愛
知
県
小
牧
市
大
字
舟
津
1
6
4
9番
地

金
光
弘
昭
和
3
2年
４
月
４
日
生

〇
中
央
選
挙
管
理
会
告
示
第
十
五
号

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
百
一
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十

四
年
十
二
月
十
六
日
執
行
の
衆
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
北
海
道
選
挙
区
に
お
け
る
衆
議
院
名
簿
届
出
政
党
等
に

係
る
欠
員
に
よ
る
繰
上
補
充
に
よ
る
当
選
人
の
住
所
及
び
氏
名
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
六
月
三
日

中
央
選
挙
管
理
会
委
員
長

神
Ä

浩
昭

衆
議
院
名
簿
届
出
政
党
等
の
名
称

当

選

人

の

住

所

当
選
人
の
氏
名

新
党
大
地

北
海
道
釧
路
市
鳥
取
北
四
丁
目
八
番
一
五
号

鈴
木

貴
子

〇
政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
告
示
第
三
十
七
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
の
二
十
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
政
治
資

金
監
査
人
の
登
録
を
抹
消
し
た
者
を
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
五
年
六
月
三
日

政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
委
員
長

上
田

廣
一

登
録
番
号

氏

名

抹
消
年
月
日

抹
消
事
由

四
三
二

木
場

幸
二

二
五
、

五
、
一
四

本
人
か
ら
の
申
請

〇
政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
告
示
第
三
十
八
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四

号
）
第
十
九
条
の
二
十
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
政
治

資
金
監
査
人
名
簿
に
登
録
し
た
者
を
次
の
と
お
り
公
告
す

る
。平

成
二
十
五
年
六
月
三
日

政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
委
員
長

上
田

廣
一

登
録
番
号

登
録
年
月
日

氏

名

四
四
二
一

二
五
、

五
、
一
〇

佐
伯

政
和

四
四
二
二

二
五
、

五
、
一
〇

唐
澤

孝
好

四
四
二
三

二
五
、

五
、
一
〇

土
谷

正
剛

四
四
二
四

二
五
、

五
、
一
〇

樋
口

信
夫

四
四
二
五

二
五
、

五
、
一
〇

中
井

啓
之

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
八
号

北
海
道
小
樽
市
役
所
保
存
の
次
の
除
籍
の
一
部
が
滅
失

し
た
た
め
、
こ
れ
を
再
製
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
次
に

掲
げ
る
者
は
、
平
成
二
十
五
年
七
月
三
日
ま
で
に
、
同
市

長
に
対
し
て
、
次
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一

当
該
除
籍
に
関
係
の
あ
る
戸
籍
の
届
出
、
報
告
、
申

請
、
請
求
若
し
く
は
嘱
託
を
し
、
又
は
戸
籍
に
記
載
を

要
す
る
書
類
を
提
出
し
た
者
は
、
そ
の
事
項
を
更
に
申

し
出
る
こ
と
。

二

前
項
に
掲
げ
る
除
籍
の
謄
本
、
抄
本
又
は
除
籍
に
記

載
し
た
事
項
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
現
に

所
持
す
る
者
は
、
こ
れ
を
提
示
す
る
こ
と
。

注

意

一

申
出
は
、
口
頭
で
も
差
し
支
え
な
い
。

二

申
出
の
手
続
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
、
小
樽
市
役
所
又
は
札
幌
法
務
局
小
樽
支
局
に
照
会

す
る
こ
と
。

平
成
二
十
五
年
六
月
三
日

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

北
海
道
小
樽
市
花
園
町
東
四
丁
目
二
十
番
地

笠
谷
さ
よ
子

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
九
号

公
証
人
法
（
明
治
四
十
一
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
七

条
ノ
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
公
証
人
に

電
磁
的
記
録
に
関
す
る
事
務
を
行
わ
せ
る
。

こ
の
告
示
は
、
告
示
の
日
か
ら
効
力
を
生
ず
る
。

平
成
二
十
五
年
六
月
三
日

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

和
歌
山
地
方
法
務
局
所
属

奥
川

惠
司

和
歌
山
地
方
法
務
局
所
属

古
川

忠
雄

和
歌
山
地
方
法
務
局
所
属

富
川

照
雄

富
山
地
方
法
務
局
所
属

井
上

秀
雄

熊
本
地
方
法
務
局
所
属

ˆ
口

英
u

宮
崎
地
方
法
務
局
所
属

永
井

行
雄

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
十
号

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
五
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
次
の
者
が
行
う
民
間
紛
争
解
決
手
続
の
業
務
の

認
証
を
し
た
の
で
、
同
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
六
月
三
日

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

認
証
紛
争
解
決
事
業
者
の
名
称
及
び
住
所

北
海
道
行
政
書
士
会

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
十
丁
目
一
番
六
北
海
道
行
政

書
士
会
館

認
証
年
月
日

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
日

š
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